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(57)【要約】
【課題】耐アルカリ性を有しない微生物培養物を含む固
形石鹸であり、固形石鹸中における微生物培養物の死滅
を防止することができ、ひいては微生物培養物の有する
作用を確実に発揮させることのできる固形石鹸及び当該
固形石鹸を用いた送達方法の提供を目的とする。
【解決手段】本発明の固形石鹸は、耐アルカリ性を有し
ない微生物培養物と、この微生物培養物を被覆している
ゼラチン層と、このゼラチン層に外接している石鹸本体
とを備えている。上記微生物は少なくとも乳酸菌を含む
ことが好ましい。一対のゼラチン層間に微生物培養物を
積層した層状体が石鹸本体を少なくとも二片に分断する
ように配設されているとよい。本発明の固形石鹸を利用
した送達方法は、微生物の体表面への送達方法であり、
活性を有した状態で微生物を体表面に送達することを特
徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　耐アルカリ性を有しない微生物培養物と、
　この微生物培養物を被覆しているゼラチン層と、
　このゼラチン層に外接している石鹸本体と
を備える固形石鹸。
【請求項２】
　上記微生物は少なくとも乳酸菌を含む請求項１に記載の固形石鹸。
【請求項３】
　一対のゼラチン層間に微生物培養物を積層した層状体が石鹸本体を少なくと二片に分断
するように配設されている請求項１又は請求項２に記載の固形石鹸。
【請求項４】
　固形石鹸が扁平な略四角柱状体又は略円柱状体であり、
　上記層状体が、固形石鹸の上下面に対して平行又は垂直に形成されている請求項３に記
載の固形石鹸。
【請求項５】
　カプセル状のゼラチン層内に微生物培養物を封入した複数の粒状体が石鹸本体内に分さ
れている請求項１又は請求項２に記載の固形石鹸。
【請求項６】
　微生物の体表面への送達方法であって、
　請求項１から請求項５のいずれか１項に記載の固形石鹸を用いて体表面を洗浄すること
で、活性を有した状態で微生物を体表面に送達することを特徴とする送達方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、耐アルカリ性を有しない微生物培養物を含んでいる固形石鹸及びこれを用い
た送達方法に関する。より詳細には、本発明は、耐アルカリ性を有しない微生物培養物を
ゼラチン層で被覆することによって、微生物の有する作用を最大限発揮させることのでき
る固形石鹸及びこれを用いた送達方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　微生物の中には人間の諸機能に有用な作用を及ぼすものが多く存在しており、このよう
な微生物を含有する固形石鹸についても様々なものが開発されている。例えば、特開２０
０７－０５６１７４号公報においては、光合成菌・乳酸菌・酵母菌・放線菌・麹菌等の有
用微生物群を含む固形石鹸が開示されている。また、特開平１１－０４３４３７号公報に
おいては、乳酸菌培養物等を包含可能な固形石鹸が開示されている。
【０００３】
　しかし、固形石鹸は、高級脂肪酸のナトリウム塩等からなっており、通常は弱アルカリ
性である。その一方、微生物の中には耐アルカリ性の性質を有していないものもある。そ
れ故、固形石鹸中においては死滅してしまう微生物も多い。そのため、固形石鹸の製造過
程においては微生物を加えていても、完成品中における微生物の生存率が低く、これらの
微生物の有している作用が殆ど期待できないという問題がある。
【０００４】
　従って、製造過程で加えた微生物の完成品中における生存率が高く、これらの微生物が
有する作用を十分に発揮させることのできる固形石鹸の開発が望まれている。しかし、そ
のような要求を満たす固形石鹸は現在のところ開発されていない。
【特許文献１】特開２００７－０５６１７４号公報
【特許文献２】特開平１１－０４３４３７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００５】
　本発明はこれらの不都合に鑑みてなされたものであり、固形石鹸中における微生物の死
滅を防止して生存率を高め、これらの微生物の有する人間の諸機能にとって有用な作用を
最大限に発揮可能な固形石鹸の提供を目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するためになされた発明は、
　耐アルカリ性を有しない微生物培養物と、
　この微生物培養物を被覆しているゼラチン層と、
　このゼラチン層に外接している石鹸本体と
を備える固形石鹸である。
【０００７】
　本発明に係る固形石鹸は、微生物培養物をゼラチン層で被覆することによって、その微
生物培養物と弱アルカリ性の石鹸本体とが接触しないように構成されている。従って、微
生物の死滅を効果的に防止することができる。その結果、当該固形石鹸は、微生物の生存
率を高めることができ、ひいては、これらの微生物が有する人間の諸機能に有用な作用を
最大限に発揮させることができる。また、微生物には環境浄化作用を有しているものもあ
るので、環境汚染の改善につなげることもできる。
【０００８】
　上記微生物は、少なくとも乳酸菌を含んでいることが好ましい。乳酸菌は、細胞賦活作
用、代謝活性作用及びピーリング作用等、人間にとって有用な多くの作用を有している。
従って、このような乳酸菌を含んでいることで、当該固形石鹸は、人間の諸機能にとって
有用な作用を効果的に発揮させることができる。
【０００９】
　一対のゼラチン層間に微生物培養物を積層した層状体が石鹸本体を少なくとも二片に分
断するように配設されているとよい。これにより、層状体の端面が当該固形石鹸の表面に
露出することになる。従って、微生物培養物が表面に露出している部分を洗浄箇所に接触
させて洗浄することによって、微生物を確実に洗浄箇所に行き渡らせることができる。
【００１０】
　当該固形石鹸が扁平な略四角柱状体又は略円柱状体であり、上記層状体が、固形石鹸の
上下面に対して平行又は垂直に形成されているとよい。そのような構造を有する固形石鹸
を用い、微生物培養物が表面に露出しているいずれかの部分を洗浄箇所に接触させて洗浄
することによって、容易かつ十分に、微生物を洗浄箇所に行き渡らせることができる。す
なわち、層状体の形成方向に固形石鹸を使用していくことによって、微生物を常時確実に
洗浄箇所に送達し、その微生物が有する作用を効果的に発揮させることができる。
【００１１】
　上記ゼラチン層がカプセル状であり、このゼラチン層内に微生物培養物を封入した複数
の粒状体が石鹸本体内に分散されていてもよい。これにより、当該固形石鹸の内部に微生
物培養物を分散させることができる。従って、当該固形石鹸をいずれの部分から使用して
いったとしても、微生物が有する作用を十分発揮させることができる。
【００１２】
　本発明のもう一つの態様は、
微生物の体表面への送達方法であって、
上記固形石鹸を用いて体表面を洗浄することで、活性を有した状態で微生物を体表面に送
達することを特徴とする送達方法である。
【００１３】
　この送達方法によると、送達箇所において微生物が有している作用を最大限発揮させる
ことができる。
【００１４】
　ここで、本明細書中における「耐アルカリ性を有しない」とは、アルカリ性環境下では
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成育できないことをいい、具体的にはｐＨが８未満でなければ成育できないことを意味す
る。また、「微生物培養物」とは、栄養、温度等の外部条件を制御しながら、微生物を人
工的に発育、増殖させることによって得られたものをいい、「ゼラチン」とは、動物の皮
や骨、結合組織等コラーゲンを含む物質を長時間石灰液中に浸すか酸で処理したものを温
水で抽出したものをいう。「活性」とは、人間の諸機能に有益な作用をもたらす活性を意
味する。
【発明の効果】
【００１５】
　以上説明したように、本発明の固形石鹸によると、耐アルカリ性を有しない微生物が固
形石鹸中において死滅するのを防止することができる。その結果、これらの微生物が有す
る細胞賦活等の作用を最大限に発揮させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、適宜図面を参照しつつ本発明の実施の形態を詳説する。図１は本発明の一実施形
態に係る固形石鹸を示す概観正面図、図２は図１の固形石鹸の概観平面図、図３は図１の
固形石鹸の製造過程を示す概観斜視図、図４は図１の固形石鹸とは異なる形態に係る固形
石鹸を示す概観断面図である。
【００１７】
　図１及び図２の固形石鹸１は、石鹸本体２と層状体３とを備えている。固形石鹸１は、
浴用、手洗い又は洗顔用等の皮膚洗浄剤として広く使用されるものであり、通常は扁平な
略四角柱体又は略円柱状体等に形成されている（図１では扁平な略四角柱状体を例示）。
また、固形石鹸１の大きさは、特に限定されるものではなく、例えば、縦５．５ｃｍ、横
８．０ｃｍ、高さ２．５５ｃｍ程度とされている。
【００１８】
　石鹸本体２は、洗浄剤を含む組成物を固化したものである。この石鹸本体２の基剤とし
ては、固形石鹸の基剤として公知であるいずれのものも使用でき、例えば、牛脂、パーム
油、ヤシ油、パーム核油等の動物、植物油脂由来の高級脂肪酸又はこれらの脂肪酸エステ
ル類をカセイソーダ等によってケン化して得られた脂肪酸アルカリ金属塩（脂肪酸石鹸）
又はアシルグルタミン酸塩等の合成界面活性剤を使用可能である。これらは単独、或いは
併用して基剤とすることができる。
【００１９】
　層状体３は、一対のゼラチン層５と、その一対のゼラチン層５間に積層される乳酸菌培
養物４とを有している。層状体３は、石鹸本体２を固形石鹸１の高さ方向に二等分する状
態で、石鹸本体２内に配設されている。層状体３の端面は、固形石鹸１の側面に露出して
いる。
【００２０】
　乳酸菌培養物４は、耐アルカリ性を有しない、人間の諸機能に対して有用な作用を有す
る乳酸菌の培養物である。この乳酸菌培養物４の厚みは、特に限定されないが、０．１ｍ
ｍ以上、２．０ｍｍ以下程度とされている。乳酸菌培養物４において培養されている乳酸
菌は、特に限定されるものではなく、細胞賦活作用、代謝活性作用及びピーリング作用等
の人間の諸機能に対して有用な作用を有するものであればよく、１又は複数種のものを同
時に使用することができる。
【００２１】
　この乳酸菌としては、例えば、ラクトバチルス・プランタラム（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌ
ｌｕｓ　ｐｌａｎｔａｒｕｍ）、ラクトバチルス・ブレビス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕ
ｓ　ｂｒｅｖｉｓ）、ラクトバチルス・カゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃａｓｅ
ｉ）、ラクトバチルス・ブルガリクス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｂｕｌｇａｒｉｃ
ｕｓ）、ラクトバチルス・アシドフィラス（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｃｉｄｏｐ
ｈｉｌｕｓ）等のラクトバチルス属の乳酸菌；カルノバクテリウム・ディバージェンス（
Ｃａｒｎｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｄｉｖｅｒｇｅｎｓ）、カルノバクテリウム・ピシコー
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ラ（Ｃａｒｎｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｐｉｓｃｉｃｏｌａ）等のカルノバクテリウム属の
乳酸菌；ロイコノストック・メセンテロイズ（Ｌｅｕｃｏｎｏｓｔｏｃ　ｍｅｓｅｎｔｅ
ｒｏｉｄｅｓ）、ロイコノストック・シトレウム（Ｌｅｕｃｏｎｏｓｔｏｃ　ｃｉｔｒｅ
ｕｍ）等のロイコノストック属の乳酸菌；ストレプトコッカス・フェカリス（Ｓｔｒｅｐ
ｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、ストレプトコッカス・ピオジェネス（Ｓｔｒｅ
ｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｙｏｇｅｎｅｓ）、ストレプトコッカス・サーモフィルス（Ｓｔ
ｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｔｈｅｒｍｏｐｈｉｌｕｓ）等のストレプトコッカス属の乳酸
菌；エンテロコッカス・カゼリフラバス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｃａｓｅｌｉｆｌ
ａｖｕｓ）、エンテロコッカス・サルフレウス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｕｌｆｒ
ｅｕｓ）等のエンテロコッカス属の乳酸菌；ラクトコッカス・プランタラム（Ｌａｃｔｏ
ｃｏｃｃｕｓ　ｐｌａｎｔａｒｕｍ）、ラクトコッカス・ラフィノラクティス（Ｌａｃｔ
ｏｃｏｃｃｕｓ　ｒａｆｉｎｏｌａｃｔｉｓ）等のラクトコッカス属の乳酸菌；ヴェイセ
ラ・コンフューザ（Ｗｅｉｓｓｅｌｌａ　ｃｏｎｆｕｓａ）、ヴェイセラ・カンドゥレリ
（Ｗｅｉｓｓｅｌｌａ　ｋａｎｄｌｅｒｉ）等のヴェイセラ属の乳酸菌；アトポビウム・
ミニュタム（Ａｔｏｐｏｂｉｕｍ　ｍｉｎｕｔｕｍ）、アトポビウム・パービュラス（Ａ
ｔｏｐｏｂｉｕｍ　ｐａｒｖｕｌｕｓ）等のアトポビウム属の乳酸菌；バゴコッカス・フ
ルビアリス（Ｖａｇｏｃｏｃｃｕｓ　ｆｌｕｖｉａｌｉｓ）、バゴコッカス・サーモニナ
ラム（Ｖａｇｏｃｏｃｃｕｓ　ｓａｌｍｏｎｉｎａｒｕｍ）等のバゴコッカス属の乳酸菌
；ペディオコッカス・ダムノサス（Ｐｅｄｉｏｃｏｃｃｕｓ　ｄａｍｎｏｓｕｓ）、ペデ
ィオコッカス・ペントサセウス（Ｐｅｄｉｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｅｎｔｏｓａｃｅｕｓ）等
のペディオコッカス属の乳酸菌等を使用することができる。
【００２２】
　また、乳酸菌の培養方法は、乳酸菌が良好に生育する条件であれば特に限定されるもの
ではない。例えば、ＭＲＳ（ｄｅ　Ｍａｎ　Ｒｏｇｏｓａ　Ｓｈａｒｐｅ）培地等を用い
て、静置培養又はｐＨを一定に制御した中和培養で行う方法や、ＧＹＰ培地やＧＡＭ培地
等の公知の乳酸菌用の培地を用いる培養方法を挙げることができる。
【００２３】
　ゼラチン層５は、コラーゲンに熱を加え、抽出したものであり、タンパク質を主成分と
する。ゼラチン層５の厚みは、特に限定されないが、０．１ｍｍ以上１．５ｍｍ以下が好
ましい。このゼラチン層５によって、乳酸菌培養物４は、弱アルカリ性の石鹸本体２と接
することなく保持される。従って、乳酸菌培養物４が弱アルカリ性下で死滅することが効
果的に防止され、当該固形石鹸１は、乳酸菌培養物４において培養されている乳酸菌が有
する細胞賦活作用、代謝活性作用及びピーリング作用等を効果的に発揮させることができ
る。
【００２４】
　当該固形石鹸１は、乳酸菌培養物４において培養されている乳酸菌の死滅を効果的に防
止することで、その乳酸菌の持つ作用を最大限に発揮させることができる。すなわち、大
多数の乳酸菌は、耐アルカリ性を有していないため、弱アルカリ性の石鹸本体２の中では
多くが死滅してしまう。しかし、当該固形石鹸１は、乳酸菌培養物４をゼラチン層５で被
覆することで、乳酸菌培養物４と弱アルカリ性の石鹸本体２との接触を防ぎ、乳酸菌が死
滅しない環境を提供している。その結果、当該固形石鹸１は、乳酸菌の有する細胞賦活作
用、代謝活性作用及びピーリング作用等を最大限に発揮させることができる。
【００２５】
　また、層状体３が固形石鹸１の上下面に対して平行に形成されており、この層状体３の
端面が固形石鹸１の側面に露出しているので、固形石鹸１をその側面から使用していけば
必ず乳酸菌が皮膚等の洗浄箇所に接することになる。従って、固形石鹸１を用い、乳酸菌
培養物４が側面に露出している部分を洗浄箇所に接触させて洗浄することによって、容易
かつ十分に、乳酸菌を洗浄箇所に行き渡らせることができる。すなわち、層状体３の形成
方向に固形石鹸１を使用していくことによって、乳酸菌を常時確実に洗浄箇所に送達し、
その乳酸菌が有する作用を効果的に発揮させることができる。さらに、乳酸菌の中には、
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環境浄化作用を有しているものもあるので、当該固形石鹸１は、環境汚染の改善にも寄与
することができる。
【００２６】
　尚、乳酸菌培養物４において培養される乳酸菌が有する作用について詳述すると、例え
ば、肌状態良化作用、肌の若返り作用、肌の柔軟化作用、美白作用、皺減少作用、体臭抑
制作用、腋臭改善作用、水虫改善作用、膣の自浄作用、カンジダ症改善作用、フケ抑制作
用、抗アトピー作用、軽微な伝染病の抑制作用、病原菌増殖抑制作用、免疫賦活作用等を
挙げることができる。
【００２７】
　次に、図３の固形石鹸１の製造方法を説明する。まず、図３（１）に示すように、固形
石鹸の基剤として公知であるものを用いて得られた石鹸本体２（縦５．５ｃｍ、横８．０
ｃｍ、高さ１．２ｃｍ）を水平な机等に静置する。次に、（２）に示すように、この石鹸
本体２の上に、厚さ０．５ｍｍの薄板状のゼラチン層５を置き、（３）に示すように、こ
のゼラチン層５の上面に乳酸菌培養物４を約０．５ｍｍの層状となるように添加する。さ
らに、（４）に示すように、この乳酸菌培養物４の上に厚さ０．５ｍｍの薄板状のゼラチ
ン層５を重ねる。次いで、（５）に示すように、このゼラチン層５の上から（１）に示す
のと同様の基剤及び大きさを有する石鹸本体２を重ねたうえで、（６）に示すように、上
面から加圧する。これにより、逐次重ねた石鹸本体２、ゼラチン層５、乳酸菌培養物４、
ゼラチン層５及び石鹸本体２が圧着されて固形石鹸１が得られる。
【００２８】
　図４の固形石鹸１１は、石鹸本体２と石鹸本体２内に分散する複数の粒状体１２とを備
えている。石鹸本体２、乳酸菌培養物４及びゼラチン層５は、上記図１の固形石鹸１と同
様であるため、同一番号を付して説明を省略する。
【００２９】
　粒状体１２は、カプセル状のゼラチン層５と、このゼラチン層５内に封入される乳酸菌
培養物４とを有している。粒状体１２は、石鹸本体２の内部全体に分散されている。粒状
体１２の形状及び大きさは特に限定されるものではない。粒状体１２の形状は、箱状、球
状、紡錘形状、フットボール型、長楕円型等であり（図３では球状を例示）、粒状体１２
の大きさは、例えば、５．０ｍｍ～１５．０ｍｍ程度の径を有する球状体である。粒状体
１２の分散濃度は、固形石鹸１１を任意の箇所から使用した場合に乳酸菌が洗浄箇所に行
き渡る範囲であれば特に限定されるものではなく、例えば、１０質量％～５０質量％であ
る。
【００３０】
　粒状体１２は、カプセル状のゼラチン層５の内部に乳酸菌培養物４が封入されている。
そのため、粒状体１２が石鹸本体２の内部全体に分散されることによって、乳酸菌培養物
４も石鹸本体２の内部全体に分散されていることになる。従って、当該固形石鹸１１は、
任意の部分から使用、消費していった場合であっても、乳酸菌培養物４において培養され
ている乳酸菌を洗浄箇所に確実に行き渡らせることができ、ひいては乳酸菌が有する作用
を効率的に発揮させることができる。
【００３１】
　当該固形石鹸１１は、上記固形石鹸１と同様、ゼラチン層５によって、乳酸菌培養物４
が弱アルカリ性の石鹸本体２と接触しないように保持されているので、耐アルカリ性を有
しない乳酸菌の死滅を効果的に防止することができる。従って、当該固形石鹸１１は、乳
酸菌培養物４において培養される乳酸菌の生存率を高めることができ、乳酸菌培養物４が
有する人間の諸機能に有益な作用を最大限に発揮させることができる。また、乳酸菌には
環境浄化作用を有するものもあるので、当該固形石鹸１１は環境汚染の改善にも寄与する
ことができる。
【００３２】
　固形石鹸１１の製造方法について説明する。まず粒状体１２を製造する。粒状体１２は
公知の方法によって製造可能である。この粒状体１２は、例えば、一対のダイロール間に
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二枚のゼラチンシートを供給し、その上から乳酸菌培養物４を供給して、さらに、ダイロ
ールにおける成形突起の作用によって乳酸菌培養物４をゼラチンシートによって包み込む
ことによって製造することができる。この粒状体１２の比重は、好ましくは１．１～１．
５であり、さらに好ましくは１．１～１．２である。粒状体１２の比重が上記範囲内にあ
ることで、後述する石鹸膠との比重差が小さくなり、粒状体１２を石鹸膠中にほぼ均一に
分散させることが可能となる。次に、固形石鹸１１の基剤として公知のものを用いて石鹸
膠をつくり、この中に粒状体を添加してほぼ均一に分散させたうえで枠に流し込んで冷却
固化させる。冷却固化後に枠から抜き、縦５．５ｃｍ、横８．０ｃｍ、高さ２．５ｃｍの
寸法に切断したうえ乾燥させて整形することにより固形石鹸１１が得られる。
【００３３】
　次に、当該固形石鹸（１又は１１）を用いた送達方法について説明する。この送達方法
は、微生物の体表面への送達方法であって、当該固形石鹸（１又は１１）を用いて体表面
を洗浄することで、活性を有した状体で微生物を体表面に送達することを特徴とする。こ
の送達方法の実施形態の例としては、
（１）層状体３又は粒状体１２が露出している固形石鹸（１又は１１）の表面と送達箇所
とを直接接触させる方法、
（２）層状体３又は粒状体１２が露出している固形石鹸（１又は１１）の表面をバススポ
ンジ等の洗浄器具と接触させて、乳酸菌培養物４を洗浄器具に付着させたうえで、この洗
浄器具と送達箇所とを接触させる方法等を挙げることができる。
【００３４】
　この送達方法によると、乳酸菌培養物４において培養される乳酸菌を、送達箇所に容易
かつ確実に、かつ活性を有しつつ行き渡らせることができる。従って、この送達方法は、
乳酸菌が有する人間にとって有益な作用を最大限発揮させることができる。また、この送
達方法は、水などによって、固形石鹸（１又は１１）、洗浄器具又は送達箇所を事前に濡
らしたうえで行うことが好ましい。これにより、乳酸菌をさらに効率的に送達させること
ができる。
【００３５】
　尚、本発明は上記態様の他、種々の変更、改良を施した態様で実施することができる。
例えば、石鹸本体には、固形石鹸に通常用いられる成分を、本発明の効果を損なわない範
囲において任意に併用することが可能である。例えば、石鹸本体には、エタノール、イソ
プロパノール、ブタノール等のアルコール類、プロピレングリコール、ソルビトール、グ
リセリン、ショ糖等のポリオール類、アニオン、両性、ノニオン等の界面活性剤、スクワ
ラン、スクワレン、流動パラフィン、ラノリン誘導体、脂肪酸、高級アルコール等の過脂
肪剤、タルク、マイカ、セリサイト、炭等の体質顔料、アロエエキス、チャエキス、カミ
ツレエキス等の植物抽出エキス類、保湿剤、パール化剤、香料、着色料、酸化防止剤、殺
菌剤、紫外線吸収剤、抗炎症剤等を配合することができる。
【００３６】
　また、固形石鹸のゼラチン層によって被覆されている微生物培養物の微生物の種類は、
乳酸菌に限られるものではなく、人間の諸機能に対して有益であり、かつ耐アルカリ性を
有しないものであれば好適に用いることができる。そのような微生物の例として例えば、
光合成菌、酵母菌、放線菌及び麹菌等が挙げられる。これらの微生物は、乳酸菌と共に用
いてもよい。さらに、当該固形石鹸は、微生物培養物がゼラチン層に被覆されていればよ
いので、例えば、微生物培養物を成分として含んでいるヨーグルトをゼラチン層によって
被覆するものであってもよい。
【００３７】
　微生物培養物及び微生物培養物を被覆しているゼラチン層の形態は、特に限定されるも
のではなく、固形石鹸を使用して洗浄した場合に、微生物培養物が洗浄箇所に行き渡るも
のであればよい。例えば、石鹸本体を、固形石鹸の上下面に対して平行又は垂直に分断す
る複数の板状体の縞模様を形成していてもよい。
【実施例】
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【００３８】
　以下、実施例に基づき本発明を詳述するが、この実施例の記載に基づいて本発明が限定
的に解釈されるものではない。
【００３９】
　［実施例１］
使用する材料（括弧内は重量％）
　牛脂（２２．４）
　ヤシ油（１１．３）
　ヒマシ油（２．４）
　ラウリン酸（１．６）
　ミリスチン酸（２．７）
　パルミチン酸（２．５）
　エタノール（２１．４）
　水酸化ナトリウム（６．９）
　蒸留水（１１．７）
　砂糖（１３．５）
　ソルビット液（３．６）
【００４０】
　牛脂、ヤシ油及びヒマシ油の油脂と、ラウリン酸、ミリスチン酸及びパルミチン酸の脂
肪酸と、エタノールとを上記割合でケン化釜中で混合し、５０°～７０°まで加温した。
そこへ蒸留水に溶解させた水酸化ナトリウムを注加し、７０°～８０°に保ちながらケン
化させた。このケン化反応終了後に、液温を約７０°に保ちながら、これに砂糖及びソル
ビット液を添加溶解させて石鹸膠を得た。
【００４１】
　次に、この石鹸膠を二等分してそれぞれを枠に流し込んで冷却固化させた。この固化後
に枠から抜き、縦５．５ｃｍ、横８．０ｃｍ、高さ１．２ｃｍの寸法に切断したうえ乾燥
させて整形し、一対の石鹸本体を得た。この一対の石鹸本体の一片の上面に厚さ０．５ｍ
ｍの薄板状のゼラチン層を置き、このゼラチン層の上面に乳酸菌（ラクトバチルス・ブル
ガリクス及びラクトバチルス・アシドフィラス）培養物を約０．５ｍｍの層として添加し
た。さらにこの乳酸菌培養物の上に厚さ０．５ｍｍの薄板状のゼラチン層を重ねた。次い
で、このゼラチン層の上から、もう一片の石鹸本体を重ねたうえで上面側から加圧した。
これにより、逐次重ねた石鹸本体、ゼラチン層、乳酸菌培養物、ゼラチン層及び石鹸本体
をそれぞれ圧着させて、固形石鹸を得た。
【００４２】
　［実施例２］
　一対のダイロール間に二枚のゼラチンシートを供給し、その上から乳酸菌（ラクトバチ
ルス・ブルガリクス及びラクトバチルス・アシドフィラス）培養物を供給した。さらに、
ダイロールにおける成形突起の作用によってこの乳酸菌培養物をゼラチンシートによって
包み込み、長径１２．８ｍｍ、短径８．１ｍｍ、比重１．２の長楕円型の粒状体を得た。
上記実施例１と同様の手順で得た石鹸膠に対して、分散濃度３０質量％の割合で粒状体を
添加し、ほぼ均一に分散させたうえで枠に流し込んで冷却固化させた。ここで、各粒状体
の比重が１．２であり石鹸膠との比重差が小さいため、各粒状体を石鹸膠中において均一
に分散させることができた。冷却固化後に枠から抜き、縦５．５ｃｍ、横８．０ｃｍ、高
さ２．５５ｃｍの寸法に切断したうえ乾燥させて整形し、固形石鹸を得た。
【００４３】
　［実施例３］
使用する材料（括弧内は重量％）
　オリーブ油（６８．２）
　水酸化ナトリウム（７．９）
　蒸留水（２３．９）
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　蒸留水に水酸化ナトリウムを注加した後、この水溶液が４０°になるまで冷却した。こ
の水溶液を、４０°になるまで加熱したオリーブ油に混合して攪拌しつつケン化させた。
この後、適宜攪拌を行い、約２４時間後に石鹸膠を得た。次に、この石鹸膠を二等分して
それぞれを枠に流し込んで冷却固化させた。この固化後に枠から抜き、縦５．５ｃｍ、横
８．０ｃｍ、高さ１．２ｃｍの寸法に切断したうえ乾燥させて整形し、一対の石鹸本体を
得た。この一対の石鹸本体の一片の上面に、上記実施例１で示したのと同様に、順次ゼラ
チン層、乳酸菌（ラクトバチルス・ブルガリクス及びラクトバチルス・アシドフィラス）
培養物、ゼラチン層及びもう一片の石鹸本体を重ねていき、上面側から加圧することによ
ってそれぞれ圧着させて固形石鹸を得た。
【００４５】
　［比較例１］
　上記実施例１と同様の手順で得た石鹸膠を枠に流し込んで冷却固化させ、この固化後に
枠から抜き、縦５．５ｃｍ、横８．０ｃｍ、高さ２．５５ｃｍの寸法に切断したうえ乾燥
させて整形し、固形石鹸を得た。
【００４６】
　［特性の評価］
上記実施例１～３、及び比較例１の固形石鹸に基づいて、専門パネラーにより、１日１回
３０日間継続して使用した場合の使用性評価を行った。
【００４７】
　この結果、実施例１～３については、肌荒れが治り、肌が滑らかになり、皺が減り、ま
た体臭が軽減されるという効果が確認できた。一方、比較例については、上記効果は確認
できなかった。
【産業上の利用可能性】
【００４８】
　以上のように、本発明の固形石鹸及びこれを用いた送達方法は、耐アルカリ性を有しな
い微生物の固形石鹸中における生存率を最大限高めることができ、ひいてはこれらの微生
物が有する人間の諸機能に対して有益な作用を最大限引き出すことができる。従って、こ
のような固形石鹸を用いて洗浄することによって、快適な使用感が得られ、健康を促進す
ることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】本発明の一実施形態に係る固形石鹸を示す概観正面図である。
【図２】図１の固形石鹸の概観平面図である。
【図３】図１の固形石鹸の製造過程を示す概観斜視図である。
【図４】図１の固形石鹸とは異なる形態に係る固形石鹸を示す概観断面図である。
【符号の説明】
【００５０】
　１　固形石鹸
　２　石鹸本体
　３　層状体
　４　乳酸菌培養物
　５　ゼラチン層
　１１　固形石鹸
　１２　粒状体
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